
株式会社秀光 SDGs宣言
当社は、事業活動を通じて「持続可能な開発目標（SDGs）」の達成に貢献し、

地域課題の解決および、持続可能な社会の実現に努めてまいります。
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重点項目（ターゲット2030）

「持続可能な開発目標（Sustainable Development Goals）」とは

インフラ設計を通じた安全な社会の実現 安全設計・情報セキュリティ
高速道路等の電気設備設計を通じて、交通インフラ

の安全を守り、皆さまの快適な暮らしや地域経済を

支えます。インフラに携わる企業として、持続可能な

街づくりに貢献し、未来を明るく灯します。

社会に良い影響を与えるインフラを生み出すために、

安全性や、環境への配慮・省エネに重きを置いた提案

に取り組みます。情報セキュリティを徹底し、お客さま

や取引先からの信頼に応えます。

【主な取り組み】
高速道路等の電気設備設計、安心・安全な街づくり、

地域のステークホルダーとの連携・地域課題の解決に

向けた取り組みへの参加

【主な取り組み】
安全性・環境配慮・省エネに重きを置いた提案、厳正

な情報管理（書類・データ等の施錠管理、パソコン等

の厳重管理、マニュアルの策定等）

人が育つ職場づくり 環境にやさしい社会資本の整備
職場環境の改善と人材育成に取り組むことで、人が

育つ環境・仕組みを構築します。社員の健康維持と

働きやすい職場環境づくりから、生産性の向上を図り、

成長し続ける企業を目指します。

自社の環境負荷の低減に取り組むとともに、インフラ

のライフサイクルでの環境影響を考慮して、環境配慮

設計に努めます。脱炭素社会や循環型社会を目指し

た社会資本の整備に貢献します。

【主な取り組み】
女性が活躍できる風土づくり、柔軟な働き方の提供

（テレワーク、時差出勤、休暇取得の推進等）、社員の

需要に合わせた職場環境の改善、資格取得支援

【主な取り組み】
環境配慮設計、省エネ提案、省エネ設備の導入（LED

等）、ペーパーレス化・廃棄物の削減・リサイクル、エコ

ドライブの推進

• 貧困、気候変動、人種・性差別、働き方などのさまざまな問題が顕在化する中、
持続可能な社会をつくるために国連が定めた国際目標です。2030年までに解決
すべき優先課題として、17の目標と169のターゲットが示されています。

• 目標を達成するために、国連や政府だけでなく、企業やNPO、個人等が幅広く担
い手として活躍するよう期待されています。

• 企業がSDGsに取り組むことで、「気候変動をはじめ経営環境が変化していく中で
も持続可能な組織である」と示すことにつながります。


